
報 告 日 令和 ７年 11 月 17 日 (月） 報 告 者 吉武惇二

分科会名 古文書を読む会 開催テーマ：箱根浴湯記

開催日時 令和 ７年 11 月 13 日（木）
午前 １０：００ ～ １２：００

開催場所 金沢公会堂第２会議室

参加人数 男性 7名 女性 3名 合計 10 名 （欠席者 3名）

今月は「箱根浴湯記」の 29 パージから最終頁の 31ページまでを精読し、今年 3月から始まっ
たこの紀行文はすべて読了した。この作者の人物像として判明していることは、日記の最後に書
かれている「御隠居 71 才の御年」だけである。作者は一体どういう人物だったのか、あれこれ
想像してみるのも面白い。

その後、真田講師より「素人が見た日本通史のあれこれ」と、松尾芭蕉「奥の細道」からの多
賀城碑と日本中央の碑に関する資料が配布された。前者は来月から行われる講義スケジュールで
あり、後者は多賀城碑か日本中央碑のどちらが正しいのか、本日のトピック的話題として提供さ
れた。

次回予定 令和７年 12 月 11 日（木）１０：００～１２：００
場 所：金沢区民センターAB会議室
テーマ：・書き言葉日本語表記の始まり

・秘密の書「古事記」と覆されるか「日本書紀」


